
アリアカシアの１種　　ふくらんだ棘がアリの巣になる	

アリ植物	

植物と動物の共生関係	

井上（１９９８）生命の宝庫・熱帯雨林より	



熱帯雨林の植物と昆虫の共生関係	

１９９８年出版	



キャンベル生物学より	



熱帯雨林とは？	

•  南北両回帰線内の低緯度地帯（全陸地の７％）	  
•  年平均気温が26度以上（25–29度）	  
•  年降雨量が	  1500	  ミリメートル以上	  

熱帯多雨林　　雨量は	  2000–4000	  ミリメートル	  
	  
熱帯少雨林　　雨量は1500−2000	  ミリメートル	
乾期がある	

動植物の多様性が最も高い生態系	



東南アジア島嶼域の熱帯多雨林	

井上（１９９８）より	



マレーシア・ボルネオ島サラワク州	  
ランビルの熱帯雨林	

井上（１９９８）より	



熱帯雨林の林冠を調査するには？	

井上（１９９８）より	



ウォークウェイ	

井上（１９９８）より	



ツリータワーとウォークウェイ	

井上（１９９８）より	



垂直方向に５層の構造	

井上（１９９８）より	



熱帯雨林の階層性	

•  林冠突出木層	  
•  林冠樹層	  
•  １つまたは２つの	  
　　亜高木層	  
•  低木層	  
•  草本層	

井上（１９９８）より	

３次元で複雑な環境	



サラワク州では	  1200種の樹木を記録	

井上（１９９８）より	

温帯では80種程度	

温帯林に比べ，単位面積あたりで10倍以上の種の樹木が分布する	



総生産量と樹木の多様性の関係	

井上（１９９８）より	



年降雨量と樹木の種数	

井上（１９９８）より	



土壌中の栄養塩類	

井上（１９９８）より	



熱帯雨林の特徴は？	

•  森林の中で熱帯雨林の割合は５~６割	  
•  温帯林に比べ，純生産量は２倍	  
•  温帯林に比べ，種の多様性は10倍	  
•  土壌は貧栄養	

アーウィン（1988）はアマゾンで樹木の林冠部に生息する甲虫を殺虫剤で 
燻蒸して採集したところ，既知種の割合は４％であった．約２０００万種の昆虫 
が熱帯雨林に分布すると推定 
 
ストークがボルネオ島で同様の調査をボルネオ島で行い，5000万から8000万種 
の昆虫が分布すると推定	
	



熱帯雨林の植物と動物の関係は？	

•  送粉共生系　　動物媒花	  
•  散実共生系	  
•  防衛共生系	  
•  栄養獲得型共生系	  



花粉媒介のプロセス	

井上（１９９８）より	



花と送粉者の関係	

キャンベル生物学より	



植物の種子散布	



井上（１９９８）より	



イチジク（無花果）	

ウィキペディアより	

日本で栽培されている品種は	  
イチジクコバチの受粉を必要と	  
しない単為結実果性品種	

熱帯雨林の中では最も連続的に	  
開花結実する	  
	  
餌資源として大変重要	

イラクサ目クワ科イチジク属	



イチジクとイチジクコバチの送粉共生	

井上（１９９８）より	



井上（１９９８）より	



イチジクとイチジクコバチ	

井上（１９９８）より	



井上（１９９８）より	





アリ植物とアリの共生関係	

アリアカシアの１種　　ふくらんだ棘がアリの巣になる	

井上（１９９８）より	



栄養をめぐる共生	

井上（１９９８）より	

アカネ科の着生植物，	  
アリノトリデ（左下・刺がある）	  
とアリノスダマ（上の２個・刺	  
がない）	



井上（１９９８）より	



送粉共生	

井上（１９９８）より	ドリアンの花とオオミツバチ	



井上（１９９８）より	

サトイモ科ホマロメナの花とその送粉者の甲虫（コガネムシ）	



フタバガキ科サラノキ属の花にきたアザミウマ	

井上（１９９８）より	



井上（１９９８）より	

モンプレー（マチン科）の花にきたオオコウモリ	



ショウガの花を訪れたコシブトハナバチ	

井上（１９９８）より	



井上（１９９８）より	

裸子植物グネツムの雄花と	  
その送粉者のメイガ	



熱帯雨林の一斉開花と送粉共生	

井上（１９９８）より	



井上（１９９８）より	



熱帯多雨林の一斉開花	

•  捕食者飽食仮説	  

•  送粉者共有仮説	

平均５年間隔の顕著な一斉開花が起こる	

井上（１９９８）より	



井上（１９９８）より	



アリ植物　オオバギ	

井上（１９９８）より	

ギャップ（倒木のあとにできる明るい空間）ができて急速に生長するオオバギ	



オオバギとアリとカイガラムシ	

井上（１９９８）より	



アリ植物	

井上（１９９８）より	



植物の防衛法	

•  物理的防衛　刺などが発達	  

•  難消化物質による化学防衛　	  
　　　セルロース・リグニン	  

•  有毒物質による化学防衛　	  
　　　アルカロイド・フェノール・シアンなど毒物	  

•  花外蜜腺によるアリ誘因	  
•  アリ共生植物	  

井上（１９９８）より	



井上（１９９８）より	

マメと根粒細菌	 花と送粉者	



井上民二（2001) 熱帯雨林の生態学より	

ハリナシバチによって送粉されるフタバガキ科リュウノウジュの共生ネットワーク	



井上（１９９８）より	

イチジクー寄生コバチーアリ	 オオバギーカイガラムシーアリ	


